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	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、インテグリンスーパーファミリーに属するタンパク質をコードしています。このファミリーのメンバーは、細胞外マトリックスから細胞へのシグナル伝達に機能する接着受容体です。インテグリンは、α鎖とβ鎖からなるヘテロ二量体の膜貫通タンパク質です。コードされているタンパク質は、α4鎖またはαE鎖と二量体を形成し、白血球接着に関与しています。α4鎖との二量体形成により、リンパ球が腸粘膜やパイエル板へ遊走するためのホーミング受容体が形成されます。αE鎖との二量体形成により、カルシウム依存性接着分子であるリガンド上皮カドヘリンへの結合が可能になります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが他にも報告されていますが、その全長は不明です。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	ITGB7 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による ITGB7 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による ITGB7 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト結腸組織の免疫組織化学分析。

